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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年1月31日(2008.1.31)

【公開番号】特開2006-172306(P2006-172306A)
【公開日】平成18年6月29日(2006.6.29)
【年通号数】公開・登録公報2006-025
【出願番号】特願2004-366412(P2004-366412)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/21     (2006.01)
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   Ｂ４１Ｊ  21/00    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成19年12月12日(2007.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表紙付き製本処理が可能な画像形成装置に出力すべき印刷ジョブを生成するプリンタド
ライバを有する情報処理装置において、
　前記プリンタドライバにより提供される設定ウィンドウを用いて入力された指示に従っ
て、印刷属性を設定する手段と、
　アプリケーションによって出力される印刷データから前記表紙により包まれる中身に配
置されるページ数をカウントする手段と、
　前記カウントされた前記中身に配置されるページ数と、前記設定された印刷属性とを用
いて、前記中身を構成する紙の枚数を算出する手段と、
　前記算出された紙の枚数に基づいて背表紙幅を算出する手段と、
　前記表紙の中央を、前記算出された背表紙幅を有する背表紙の領域として決定し、前記
背表紙の領域を除いた領域を、表表紙の領域及び裏表紙の領域として決定する手段と、
　前記決定された背表紙の領域に背表紙のデータを印刷し、前記表表紙の領域に表表紙の
データを印刷し、前記裏表紙の領域に裏表紙のデータを印刷する印刷ジョブを生成する手
段と
　を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　複数種類の紙の厚さを記憶する手段を更に有し、
　前記印刷属性を設定する手段は、プリンタドライバにより提供される設定ウィンドウを
用いて入力された指示に従って、前記中身に使用される紙の種類を設定し、
　前記背表紙幅を算出する手段は、前記設定された印刷属性に含まれる紙の種類の厚さを
前記紙の厚さを記憶する手段から取得し、取得した紙の厚さと、前記算出された紙の枚数
とを乗算して背表紙幅を算出することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記印刷属性を設定する手段は、前記印刷属性として、前記表紙付き製本および両面印
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刷モード、又は、前記表紙付き製本および片面印刷モードのいずれか一方を設定すること
を特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記表紙に使用される紙は、少なくとも、中身を構成する紙サイズと同一のサイズの表
表紙の領域と、当該同一のサイズの裏表紙の領域と、背表紙の領域とを連結してなるサイ
ズであることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記アプリケーションによって出力される印刷データは、表紙に配置される表紙印刷デ
ータと中身印刷データとから構成され、
　前記印刷ジョブを生成する手段は、前記表紙印刷データに含まれる表表紙印刷データが
表表紙の領域に割り当てられ、前記裏表紙印刷データが裏表紙の領域に割り当てられ、前
記背表紙印刷データが背表紙の領域に割り当てられた印刷ジョブを生成することを特徴と
する請求項１乃至４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　表紙付き製本処理が可能な画像形成装置に出力すべき印刷ジョブを生成するプリンタド
ライバを有する情報処理装置において、
　前記プリンタドライバにより提供される設定ウィンドウを用いて入力された指示に従っ
て、印刷属性と前記表紙により包まれる中身に配置されるページ数とを設定する手段と、
　前記設定された前記中身に配置されるページ数と前記印刷属性とを用いて、前記中身を
構成する紙の枚数を算出する手段と、
　前記算出された紙の枚数に基づいて背表紙幅を算出する手段と、
　前記表紙の中央を、前記算出された背表紙幅を有する背表紙の領域として決定し、前記
背表紙の領域を除いた領域を、表表紙の領域及び裏表紙の領域として決定する手段と、
　前記決定された背表紙の領域に背表紙のデータを印刷し、前記表表紙の領域に表表紙の
データを印刷し、前記裏表紙の領域に裏表紙のデータを印刷する印刷ジョブを生成する手
段と
　を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項７】
　表紙付き製本処理が可能な画像形成装置に出力すべき印刷ジョブを生成するプリンタド
ライバを有する情報処理装置が実行する情報処理方法において、
　前記プリンタドライバにより提供される設定ウィンドウを用いて入力された指示に従っ
て、印刷属性を設定するステップと、
　アプリケーションによって出力される印刷データから前記表紙により包まれる中身に配
置されるページ数をカウントするステップと、
　前記カウントされた前記中身に配置されるページ数と、前記設定された印刷属性とを用
いて、前記中身を構成する紙の枚数を算出するステップと、
　前記算出された紙の枚数に基づいて背表紙幅を算出するステップと、
　前記表紙の中央を、前記算出された背表紙幅を有する背表紙の領域として決定し、前記
背表紙の領域を除いた領域を、表表紙の領域及び裏表紙の領域として決定するステップと
、
　前記決定された背表紙の領域に背表紙のデータを印刷し、前記表表紙の領域に表表紙の
データを印刷し、前記裏表紙の領域に裏表紙のデータを印刷する印刷ジョブを生成するス
テップと
　を含むことを特徴とする情報処理方法。
【請求項８】
　前記情報処理装置は、複数種類の紙の厚さを記憶する手段を有し、
　前記印刷属性を設定するステップは、プリンタドライバにより提供される設定ウィンド
ウを用いて入力された指示に従って、前記中身に使用される紙の種類を設定することを含
み、
　前記背表紙幅を算出するステップは、前記設定された印刷属性に含まれる紙の種類の厚
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さを前記紙の厚さを記憶する手段から取得し、取得した紙の厚さと、前記算出された紙の
枚数とを乗算して背表紙幅を算出することを含むことを特徴とする請求項７に記載の情報
処理方法。
【請求項９】
　前記印刷属性を設定するステップは、前記印刷属性として、前記表紙付き製本および両
面印刷モード、又は、前記表紙付き製本および片面印刷モードのいずれか一方を設定する
ことを含むことを特徴とする請求項７または８に記載の情報処理方法。
【請求項１０】
　前記表紙に使用される紙は、少なくとも、中身を構成する紙サイズと同一のサイズの表
表紙の領域と、当該同一のサイズの裏表紙の領域と、背表紙の領域とを連結してなるサイ
ズであることを特徴とする請求項７乃至９のいずれか１項に記載の情報処理方法。
【請求項１１】
　前記アプリケーションによって出力される印刷データは、表紙に配置される表紙印刷デ
ータと中身印刷データとから構成され、
　前記印刷ジョブを生成するステップは、前記表紙印刷データに含まれる表表紙印刷デー
タが表表紙の領域に割り当てられ、前記裏表紙印刷データが裏表紙の領域に割り当てられ
、前記背表紙印刷データが背表紙の領域に割り当てられた印刷ジョブを生成することを含
むことを特徴とする請求項７乃至１０のいずれか１項に記載の情報処理方法。
【請求項１２】
　表紙付き製本処理が可能な画像形成装置に出力すべき印刷ジョブを生成するプリンタド
ライバを有する情報処理装置が実行する情報処理方法において、
　前記プリンタドライバにより提供される設定ウィンドウを用いて入力された指示に従っ
て、印刷属性と前記表紙により包まれる中身に配置されるページ数とを設定するステップ
と、
　前記設定された前記中身に配置されるページ数と前記印刷属性とを用いて、前記中身を
構成する紙の枚数を算出するステップと、
　前記算出された紙の枚数に基づいて背表紙幅を算出するステップと、
　前記表紙の中央を、前記算出された背表紙幅を有する背表紙の領域として決定し、前記
背表紙の領域を除いた領域を、表表紙の領域及び裏表紙の領域として決定するステップと
、
　前記決定された背表紙の領域に背表紙のデータを印刷し、前記表表紙の領域に表表紙の
データを印刷し、前記裏表紙の領域に裏表紙のデータを印刷する印刷ジョブを生成するス
テップと
　を含むことを特徴とする情報処理方法。
【請求項１３】
　コンピュータに、請求項７乃至１２のいずれか１項に記載の情報処理方法を実行させる
ためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の情報処理装置は、表紙付き製本処理が可能な画像形成装置に出力すべき印刷ジ
ョブを生成するプリンタドライバを有する情報処理装置において、プリンタドライバによ
り提供される設定ウィンドウを用いて入力された指示に従って、印刷属性を設定する手段
と、アプリケーションによって出力される印刷データから表紙により包まれる中身に配置
されるページ数をカウントする手段と、カウントされた中身に配置されるページ数と、設
定された印刷属性とを用いて、中身を構成する紙の枚数を算出する手段と、算出された紙
の枚数に基づいて背表紙幅を算出する手段と、表紙の中央を、算出された背表紙幅を有す
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る背表紙の領域として決定し、背表紙の領域を除いた領域を、表表紙の領域及び裏表紙の
領域として決定する手段と、決定された背表紙の領域に背表紙のデータを印刷し、表表紙
の領域に表表紙のデータを印刷し、裏表紙の領域に裏表紙のデータを印刷する印刷ジョブ
を生成する手段とを備えたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の情報処理装置は、上記の情報処理装置において、複数種類の紙の厚さを記憶す
る手段を更に有し、印刷属性を設定する手段が、プリンタドライバにより提供される設定
ウィンドウを用いて入力された指示に従って、中身に使用される紙の種類を設定し、背表
紙幅を算出する手段が、設定された印刷属性に含まれる紙の種類の厚さを紙の厚さを記憶
する手段から取得し、取得した紙の厚さと、算出された紙の枚数とを乗算して背表紙幅を
算出することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の情報処理装置は、上記の情報処理装置において、印刷属性を設定する手段が、
印刷属性として、表紙付き製本および両面印刷モード、又は、表紙付き製本および片面印
刷モードのいずれか一方を設定することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の情報処理装置は、上記の情報処理装置において、表紙に使用される紙が、少な
くとも、中身を構成する紙サイズと同一のサイズの表表紙の領域と、当該同一のサイズの
裏表紙の領域と、背表紙の領域とを連結してなるサイズであることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の情報処理装置は、上記の情報処理装置において、アプリケーションによって出
力される印刷データが、表紙に配置される表紙印刷データと中身印刷データとから構成さ
れ、印刷ジョブを生成する手段が、表紙印刷データに含まれる表表紙印刷データが表表紙
の領域に割り当てられ、裏表紙印刷データが裏表紙の領域に割り当てられ、背表紙印刷デ
ータが背表紙の領域に割り当てられた印刷ジョブを生成することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】



(5) JP 2006-172306 A5 2008.1.31

【００１４】
　本発明の情報処理装置は、表紙付き製本処理が可能な画像形成装置に出力すべき印刷ジ
ョブを生成するプリンタドライバを有する情報処理装置において、プリンタドライバによ
り提供される設定ウィンドウを用いて入力された指示に従って、印刷属性と表紙により包
まれる中身に配置されるページ数とを設定する手段と、設定された中身に配置されるペー
ジ数と印刷属性とを用いて、中身を構成する紙の枚数を算出する手段と、算出された紙の
枚数に基づいて背表紙幅を算出する手段と、表紙の中央を、算出された背表紙幅を有する
背表紙の領域として決定し、背表紙の領域を除いた領域を、表表紙の領域及び裏表紙の領
域として決定する手段と、決定された背表紙の領域に背表紙のデータを印刷し、表表紙の
領域に表表紙のデータを印刷し、裏表紙の領域に裏表紙のデータを印刷する印刷ジョブを
生成する手段とを備えたことを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の情報処理方法は、表紙付き製本処理が可能な画像形成装置に出力すべき印刷ジ
ョブを生成するプリンタドライバを有する情報処理装置が実行する情報処理方法において
、プリンタドライバにより提供される設定ウィンドウを用いて入力された指示に従って、
印刷属性を設定するステップと、アプリケーションによって出力される印刷データから表
紙により包まれる中身に配置されるページ数をカウントするステップと、カウントされた
中身に配置されるページ数と、設定された印刷属性とを用いて、中身を構成する紙の枚数
を算出するステップと、算出された紙の枚数に基づいて背表紙幅を算出するステップと、
表紙の中央を、算出された背表紙幅を有する背表紙の領域として決定し、背表紙の領域を
除いた領域を、表表紙の領域及び裏表紙の領域として決定するステップと、決定された背
表紙の領域に背表紙のデータを印刷し、表表紙の領域に表表紙のデータを印刷し、裏表紙
の領域に裏表紙のデータを印刷する印刷ジョブを生成するステップとを含むことを特徴と
する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の情報処理方法は、上記の情報処理方法において、情報処理装置が、複数種類の
紙の厚さを記憶する手段を有し、印刷属性を設定するステップが、プリンタドライバによ
り提供される設定ウィンドウを用いて入力された指示に従って、中身に使用される紙の種
類を設定することを含み、背表紙幅を算出するステップが、設定された印刷属性に含まれ
る紙の種類の厚さを紙の厚さを記憶する手段から取得し、取得した紙の厚さと、算出され
た紙の枚数とを乗算して背表紙幅を算出することを含むことを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の情報処理方法は、上記の情報処理方法において、印刷属性を設定するステップ
が、印刷属性として、表紙付き製本および両面印刷モード、又は、表紙付き製本および片
面印刷モードのいずれか一方を設定することを含むことを特徴とする。
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【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明の情報処理方法は、上記の情報処理方法において、表紙に使用される紙は、少な
くとも、中身を構成する紙サイズと同一のサイズの表表紙の領域と、当該同一のサイズの
裏表紙の領域と、背表紙の領域とを連結してなるサイズであることを特徴とする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明の情報処理方法は、上記の情報処理方法において、アプリケーションによって出
力される印刷データが、表紙に配置される表紙印刷データと中身印刷データとから構成さ
れ、印刷ジョブを生成するステップが、表紙印刷データに含まれる表表紙印刷データが表
表紙の領域に割り当てられ、裏表紙印刷データが裏表紙の領域に割り当てられ、背表紙印
刷データが背表紙の領域に割り当てられた印刷ジョブを生成することを含むことを特徴と
する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明の情報処理方法は、表紙付き製本処理が可能な画像形成装置に出力すべき印刷ジ
ョブを生成するプリンタドライバを有する情報処理装置が実行する情報処理方法において
、プリンタドライバにより提供される設定ウィンドウを用いて入力された指示に従って、
印刷属性と表紙により包まれる中身に配置されるページ数とを設定するステップと、設定
された中身に配置されるページ数と印刷属性とを用いて、中身を構成する紙の枚数を算出
するステップと、算出された紙の枚数に基づいて背表紙幅を算出するステップと、表紙の
中央を、算出された背表紙幅を有する背表紙の領域として決定し、背表紙の領域を除いた
領域を、表表紙の領域及び裏表紙の領域として決定するステップと、決定された背表紙の
領域に背表紙のデータを印刷し、表表紙の領域に表表紙のデータを印刷し、裏表紙の領域
に裏表紙のデータを印刷する印刷ジョブを生成するステップとを含むことを特徴とする。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明のプログラムは、コンピュータに、上記の情報処理方法を実行させることを特徴
とする。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
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